
Ⅰ はじめに 

令和３年１月、中央教育審議会の答申「令

和の日本型学校教育の構築を目指して」には

「一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能

性を認識すること」「他者を価値ある存在と

して尊重すること」「多様な人々と協働する

こと」等の言葉が並ぶ。「Society5.0」とい

う言葉に象徴されるように、今後、社会は加

速度的に変化していく。この変化の激しい社

会を前に、児童生徒一人ひとりが自分らしく

未来を切り拓く力を育むことは、我々教員の

使命である。 

我々が行ってきた今までの教育活動を「何

をどのように」変化させることが必要なのだ

ろうか。この答えこそ、キャリア教育の中に

ある。キャリア教育を実践し、児童生徒一人

ひとりの「自己肯定感」を育む。これが未来

に向けて力強く歩み続けるための原動力にな

る。 

この研究を通じて、市としてのキャリア教 

育の実践を広げ、児童生徒一人ひとりの自己 

肯定感を育むことにつなげたい。 

Ⅱ 研究内容 

１ １年目 

(１)キャリア教育の理解 

 「進路指導」「職業体験」のような狭義の捉

えから、本来のキャリア教育の理解を深めた。 

・国が主催する研修会参加 

・筑波大学藤田教授による指導助言 等 

(２)「さがそうみらい Passport」作成 

 キャリア教育を筆頭施策にした第２次教育

振興計画に関連して、キャリア・パスポート作

成に携わった。  

(３)各教科等の実践 

 各教科等の資質・能力とキャリア教育の基礎

的・汎用的能力を整理した授業実践を行い、協

議した。 

(４)学級活動(３)の実践 

 新学習指導要領特別活動編の趣旨を反映さ

せた学級活動(３)の理解と授業実践を行った。 

 

２ ２年目 

(１)キャリア教育先進校への視察、協議 

 市内の先進校(小学校２校、中学校１校)を視

察し、各学校のキャリア教育担当者と協議した。 

(２)市内各校への情報提供と自校における教

育研究員の実践 

 先進校のキャリア教育担当者と協議した結
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果等を「教育研究員研究だより」として発行し

た。また、先進校の取組を基に自校の実践に生

かした。 

(３)キャリア教育担当者会で研究成果を発表 

 市内各校のキャリア教育担当者に向けて、オ

ンラインによる実践報告を行った。  

 

Ⅲ 研究実践 

１－（１）キャリア・パスポートに係る研究 

 キャリア・パスポートは児童生徒が自身のキ

ャリア発達を自覚する上では、意義のある教材

であることに気付いた。キャリア教育を語る上

で最も重要である「目の前の児童生徒の実態を

踏まえること」を大切にしながら、作成した。

第２次教育振興計画に基づき、相模原市版キャ

リア・パスポート標準様式を「さがそうみらい

Passport」とし、市内各校に示した。(図１) 

なお、本様式は各校の実態に合わせてカスタ

マイズが可能なものとして作成した。 

【※資料１参照】 

（１）さがそうみらい Passport の様式 

①中表紙  

１年間の見通しをもたせる年度初めのシー

トである。基礎的・汎用的能力(４つの力)を児

童生徒と共有した上で、児童生徒が自己評価で

きるようになっている。(図２) 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

図１ 表紙         図２ 中表紙 

 

②リフレクション型 

学期末、学年末に

その学期、学年の振

り返りを行うシー

トである。各教科等

での学びや行事、学

校生活等を通して

自身の成長を長期

的な視野で振り返

ることができる。

(図３) 

図３ リフレクション型 

・振り返り 

年度当初の自己評価を学期末等に定期的に

振り返ることが大切である。 

・がんばったことの記入 

「がんばったこと」は成功体験だけではない。

うまくいかずに悔しかったことも自己の成長

であることに気付かせたい。また、「がんばっ

たこと」と問う他に「心に残ったこと」等と問

うことも考えられる。児童生徒の実態に応じて

振り返る視点を考えることが大切である。 

・身に付いた力 

「身に付いた力」を問うことで、自身の成長

を客観的に捉えることができる。 

・仲間との交流 

学級活動(３)はキャリア教育において重要

である。クラスの仲間と交流し、自分では気付

いていなかった自身の成長に気付くことをね

らいとしている。 

・意思決定を図る 

学級活動(３)の特質に関わる部分である。今

後どうしていくのかを一人ひとりに意思決定

させていく。 

・先生や身近な大人からのコメント 

肯定的なコメントをすることで児童生徒の

達成感を促し、自己肯定感を高めることにつな

げる。 

 

 



図４ イベント型 

 

図４ 自分の「お気に入り」 

 

③イベント型 

児童生徒と共有し

ためざす力を身に付

けるために行事を選

び、各教科等全般に

わたって自己実現を

試みる。その際、教師

はキャリア教育の視

点に立った言葉がけ

を意識する。短・中期

的な視野で取り組む    

ことを想定してお

り、振り返りから次の行動までを短い期間で行

うことが可能である。(図４) 

・各教科等での振り返り 

キャリア教育年間指導計画で洗い出した単

元をもとに、授業での学びや経験が実生活に生

きることを実感できるように、児童生徒の振り

返りを蓄積していく。 

・行事を終えての振り返り 

児童生徒の記述に対して、基礎的・汎用的能

力(４つの力)を意識し、教員が対話的に関わる

ことが大切である。 

・自身の「育みたい力」の振り返り 

目標に対して、客観的に振り返るよい機会と

する。 

④９年間の変容 

学年末に自分の

「今のお気に入り」

を手書きで記入す

ることを想定して

いる。(図４) 

・「今」のお気に入

りの記入 

児童生徒が、その

時に気に入ってい

ること・ものを記入

することで、記述 

内容の変化が１枚で 

見ることができる。 

・手書きで記入 

児童生徒が手書きで記入することで、字形の

変化からも自身の成長に気付くことをねらい

としている。 

（２）まとめ  

キャリア・パスポートの実践を行った結果、

複数の教員から、「今までは振り返るだけだっ

たけど、振り返る視点が明確になったから、子

どもたちがより客観的に振り返りを行うよう

になったよ。」や「他者からの称賛をもらうと

いう活動がすごくいいよね。」等と、好意的な

感想を聞くことができた。 

「目の前の児童生徒の実態」に即して項目を

設定した結果、教員の意識改革にもつながった。 

 

１－(２) 学級活動(３)の実践 

学級活動(３)では、一人ひとりが自身のキャ

リア発達を認識することが大切である。これを

実現させるため、先に記した「キャリア・パス

ポート」を活用し、実践を行った。 

（１）対象学年 中学３年２７人 

（２）題材 「２学期の振り返りをし、今後を 

見通すための計画を立てよう」 

内容（３）ア 社会生活、職業生活との接続

を踏まえた、主体的な学習態度の形成と学校

図書館等の活用 

（３）題材設定の理由 

３年生の２学期、進路選択が間近に迫ったこ 

の時期に、取り組んできたことへの自信をもた

せるとともに、これからやるべきことを明確に

させる。また、自己の振り返りを行ったり、互

いの良さを認め合ったりする活動を行い、自己

肯定感を育むことにつなげる。 

（４）実践の概要 

２学期末の振り返りを、キャリア・パスポー 

トを活用して行う。学校内外問わず、広く振り

返りながら、キャリア・パスポートに記録する。

特別活動がキャリア教育の「要」としての役割

を担うことを踏まえ、これまでの取組を振り返

り、記録するとともに、クラスメイトと互いに



図５ ２学期の振り返り 

 

図６ 互いの良さを伝え合うカード 

 

図８ 今後の見通しをもつ 

 

図７ 交流後の感想 

 

称賛し合う活動を行うことで、学級活動（３）

の目標を達成する。 

（５）実践の展開 

①導入 

本時のねらい「２学期の振り返りをし、今後 

を見通すための計画を立てよう」を確認する。

自分の取組や成長を様々な視点で捉え、自己理

解を深めること、今後の自己の在り方を考え、

意思決定していくことを伝える。 

②展開 

今までポートフォリオとして蓄積してきた

振り返り用紙等を参考として、キャリア・パス

ポートに記入させる。取り組んできた振り返り

の様式を年度の途中に大きく変えることは生

徒にとってプラスにならないと判断し、本実践

では「さがそうみらい Passport」のいくつかの

視点を盛り込むことに留めた。(図５) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりが振り返りに記入後、担任が用意

した「互いの良さを伝え合うカード」(図６)に

クラスメイトのよいところを記入し合い、名刺

交換のようにカード交換を行うことを伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動後に、生徒が自分への称賛の言葉を読

むことで、自分では気付けなかったがんばり

や身に付いた力に気付くことができた。(図

７)このようにクラスメイトから自分の言動

を肯定的に認められる経験を通して、自己肯

定感が高まっていった。 

 

自己肯定感を高めた上で一人ひとりが意思

決定する、という授業展開を図った。結果とし

て、一人ひとりが前向きな視点で意思決定を

図ることができていた。(図８) 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての生徒が安心して活動に臨めるよう

に、いくつか工夫した。例えば、互いの良さを

伝え合うカード交換の活動では、記述内容や記

述量に個人差が生じてしまうことが予想され

る。この個人差が本時のねらいを達成する上で

大きな妨げにもなりかねない。そこで、まずは

生活班でカード交換を行った。生活班から徐々



にクラスメイトへと書く対象を広げていった

ことで記述量についても、大きな差が生じるこ

とはなかった。このように、学級の状況に応じ

て、適切な配慮を行うことは大切な視点になる。 

 (６)まとめ 

実践後、生徒が生活や学習を振り返ったり、 

将来の生き方を見通したりしようとする姿が

多く見られるようになった。例えば、授業の振

り返りの際に「今日学んだことを他教科や実生

活につなげたい。」という視点で考える生徒が

増えた。 

また、各担任が生徒の言動や記述内容をキャ

リア教育の視点で見られるようになったこと

で「どのような力が身に付いたのか」「その力

を、どのようにつなげていきたいか」と問い返

すことが増えた。これは生徒の成長につながっ

たように感じる。 

年度末には、クラスメイトとの関わりの中で 

高まった自己肯定感が自信へとつながったこ

とで、積極的に友人と関わり、互いに高め合お

うとする生徒が増える等、人間関係形成におい

ても良い影響が見られた。 

実践を検証し、今後は学校全体へと広げてい 

きたい。このような取組を組織的に行うことで、

様々な場面で、多くの先生方がキャリア教育の

視点で生徒一人ひとりに言葉がけを行うこと

ができるようになる。これにより、さらに生徒

一人ひとりの自己肯定感が高まるものと感じ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教科等指導のキャリア教育とその実践 

(１)資質・能力と基礎的・汎用的能力の整理 

教科等指導においての第一義は、各教科等の

資質・能力（各教科として身に付けさせたい力）

の育成であり、基礎的・汎用的能力（社会的・

職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態

度）を育むことではない。そのため、授業づく

りについては各教科等の資質・能力を育成する

ために必要となる指導を検討し、従来通り授業

づくりをする必要がある。キャリア教育は、教

科等指導の中で行われる活動に応じて生まれ

るものと捉える。 

そこで、次のような手順で授業づくりを行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ここまではあくまでも資質・能力を育成する

ことのみを考え、計画を立てる。 

 

 

 

  

※基礎的・汎用的能力の育成に関連する場面が

イメージできないときは、無理に行う必要はな

い。 

(２)実践 

①授業の概要 

１）教科及び対象学年 

数学科「４章 比例と反比例の利用」 

中学１年 ３９人 

２）本時の目標と教科指導に応じてキャリア発

達 

手順① 

学習指導要領、単元指導計画等をもとに資

質・能力を把握する 

 手順② 

資質・能力を育成するための学習課題を設

定する 

 手順③ 

解決するための手立てや指導法を検討する 

 

手順④ 

指導を展開する中で基礎的・汎用的能力

が育成される場面がないか確認する 



【身に付ける資質・能力】 

 

 

 

 

 

【教員が自覚しておく基礎的・汎用的能力】 

 

 

 

 

 

 

 

②本時の流れ 

１）導入 

・本時の学習内容「身のまわりの問題を解決す

ること」を確認する。 

２）展開 

・身のまわりの比例関係にある事柄を、グラフ

を利用しながら解かせる。 

・グラフを利用して解けない場合は、計算で求

める方法を使うことに気付かせる。 

３）まとめ 

・身のまわりの問題において、いろいろな解き

方で解いたことを確認してから、振り返らせる。 

４）キャリア教育に関わる言葉がけ 

・「グラフを活用して解けない場合は、計算で

求めれば良い」ことに生徒が気付いた場面にお

いて、意識して言葉をかける。 

・本時のまとめを行う場面では、生徒は資質・

能力に関わる振り返りだけでなく、自身が問題

を解決する姿を想起し、基礎的・汎用的能力に

ついても振り返ることがある。 

③言葉がけの効果 

事前に意識しておくことで、生徒が諦めずに 

取り組んでいるときや諦めてしまいそうなと

きに的確な言葉がけをすることができた。また、

言葉がけをした結果、粘り強く思考する生徒が

増えた。 

３ 組織的に行うキャリア教育 

 学級活動(３)や教科等指導におけるキャリ

ア教育の実践から、児童生徒のプラスの変容が

見られた。学校教育活動のあらゆる場面で効果

的にキャリア教育を推進するためには組織的

な取組が必要である。そこで、学校長の経営方

針をもとに管理職とキャリア担当が連携を図

りながら、学校教育目標を具現化させるための

組織的な取組を行うこととした。 

課題として、「キャリア教育に対する教員の

理解の差」や「教員が真っ先に思い浮かぶであ

ろう負担感」が考えられた。それらの課題を解

決しながら、キャリア教育推進のために市内小

学校で行ってきた具体的取組について述べる。 

（１）研修の実践 

 多くの教員がキャリア教育について「新しい

取組でよく分からない」という思いをもってい

た。そこで、教員のニーズに則した内容を検討

し、計画的に研修を行った。 

①キャリア教育を知る 

キャリア教育について理解を深める必要性

を感じたので、「キャリア教育とは何か」とい

うテーマで校内研修を行った。 

基礎的・汎用的能力(４つの力)を自分自身に

置き換えて考えることで、キャリア教育の意味

や必然性について理解を深めることができた。 

②キャリアの視点で見る年間指導計画作成 

「どんな場面でどのようにキャリア教育を

実践できるのか具体的な事例を知りたい」との

声を聞いたので、キャリア教育の実践例を紹介

する研修を行った。その後、学年毎に年間指導

計画を立てた。 

実践例を知ることで、様々な場面にキャリア

教育の「宝」があることに気付くことができた。

また、具体的なイメージをもてたことで年間指

導計画をスムーズに作成することができた。 

③その他 

キャリア・パスポートの活用方法や教育研究

員が実践した学級活動（３）の紹介等を行った。 

 

手順➀ 

身のまわりの問題を、関数を利用したり、

グラフを利用したりして解決することがで

きる。 

 

 
手順④ 

乗り越える力（課題対応能力） 

問題に取り組む場面 

手順⑤ 

難度の高い問題に対しても前向きに取り組 

もうとする姿等を意識して褒めたり、励ま 

したりする。 

 

 

 



図９ 各教室の掲示物 

 

図１０ キャリア・パスポートの自己評価を数値化 

 

図１１ 教員自己評価 「どの程度できているか」 

（２）掲示を活用する 

キャリア教育を教員、児童が意識できるよう、

掲示物を学年毎に作り、各教室に掲示した。 

(図９)   

 

 掲示物を作成する際、キャリア教育全体計画

をもとに作成した。それぞれの力の中で「具体

的なめざす姿」を一つに絞り、児童も教員も取

り組むことが分かりやすくなるように工夫し

た。 

（３）校内のキャリア教育担当者会議 

・情報共有の場 

良い取組を広げたり、うまくいかないところ

を相談し合ったりして、組織的に互いに高め合

えるような機会を作った。 

・PDCA サイクルを回す 

学年の取組を伝え合うだけでも、PDCA サイ

クルは確実に回っていく。困っていること等は

みんなで考えたり、参考資料を示したりするこ

とでそれぞれ改善につなげることができた。 

（４）キャリア・パスポートのデータ活用 

キャリア・パスポートの児童の自己評価項目

を数値化し、教員にフィードバックした。 

(図１０) 

 

例えば１４番の児童は④見通す力に「特に苦

手だ の１」を付けている。担任がこの結果を

もとに、「この子が見通しもって計画的に取り

組めるよう、支援をしよう」「計画的にできた

場面を見付けたら絶対にほめよう」等と、デー

タを指導に生かすことができる。このように個

に焦点を当てて指導に生かすことが大切であ

る。 

また、数値を学年ごとに整理してみると、学

年毎に傾向が異なっていたり、学校全体の基礎

的・汎用的能力(４つの力)に対する肯定的な数

値が伸びていたりすることが分かった。 

このように数値を整理することで、学校、学

年としての傾向を掴むこともでき、指導に生か

すことができた。 

（５）キャリア教育だより等の情報提供 

研修や打ち合わせ以外にも、キャリア教育だ

よりを発行し、教員が必要としている情報を発

信した。併せて教育研究員が作成した「教育研

究員研究だより」も印刷して教職員に配付した。 

 効果的な実践例を共有することで、良い取組

を参考にしたり、改善につなげたりすることが

できた。キャリア教育だよりの配付は、組織的

な取組へとつなげる手段の一つとして有効だ

と感じた。 

（６）組織的な取組を通じて見えてきたこと 

 ３学期の始めにキャリア教育の取組につい

て、教員アンケートを行った。(図１１) 

   

この結果より、「できていない」からのスタ

ートだった教員が、少しずつではあるがキャリ

ア教育を理解し、取り組んでいることが分かる。

徐々に動き出していることは感じているが、継

続していくためにも教員が無理なく取り組め

キャリア教育の取組について、どの程度できているか。 



図１３ キャリア教育年間指導計画の改善 

図１２ 教員自己評価 「どのような取組をしてきたか」 

図１４ ４つの力であふれさせるコップ 

るよう働きかけていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

「どのような取組をしてきたか。」の結果か

らは、教室掲示の活用について、多くの教員が

取り組んでいることが分かった。(図１２) 

年間指導計画の活用については、活用し切れ

ていないことが分かった。原因は、単元配列表

から基礎的・汎用的能力 (４つの力)を洗い出

した場面が多すぎた結果、意識して実践するこ

とが難しくなってしまったことが考えられる。

このことを踏まえ、年度の途中で重点を絞って

取り組むように改善を図った。(図１３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア・パスポートの活用については、予

想以上に活用されていたことが分かった。数値

のデータ以外にも、児童のコメントに対して励

ましの言葉を書いたり、そこから実際に授業や

生活の場面での言葉がけに生かしたり、様々な

場面で活用していることが分かった。 

（７）アンケートの分析より 

キャリア教育の取組に対する自己評価率が

高い担任の学級は、児童の自己評価が高い傾

向にあることが分かった。 

児童の自己評価が高いクラスの共通点とし

て、「教室の掲示を活用している」ことが挙げ

られる。児童が意識できるように、いろいろな

場面で教室掲示を使って言葉をかけることで、

児童自身が４つの力について意識するように

なってきている。また、「クラス独自の取組を

実践している」ことも共通している。 

独自の取組の一例として小学４年生「４つの

力であふれさせるコップ」の実践を紹介する。

(図１４) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この取組では、活動を通して身に付く力を考

え、児童自身が「できた」と思えたら、シール

を貼っていく。初めのうちは、活動に応じて教

師が児童に身に付く力を伝えてきた。この取組

に次第に慣れてくると、児童が活動を通して身

に付く力を考え、取り組むようになっていった。 

児童が基礎的・汎用的能力 (４つの力)を考

えるきっかけとなり、さらにはクラスの成長を

視覚的に感じることができるという効果的な

取組である。 

（８）今後に向けて 

 学校教育目標とキャリア教育の目標をさら

に分かりやすく結びつけることで、目標を一本

化して取り組めるようにしていく必要がある。

また、本校での目標の系統性について見直した

 

改善前：情報量が多く教員が意識しづらい 

改善後：すっきりしたことで教員が意識しやすい 

どのような取組をしてきたか。 



市内小学校キャリア教育担当者との協議 

図１５ 市内小学校独自の「キャリア教育だより」 

図１６ 教育研究員研究だより 

上で、中学校区としてのつながりについても検

討していきたい。 

 

４ 市内小・中学校、義務教育学校へ情報提供 

（１）情報収集 

市内の先進校(小学校２校、中学校１校)を

視察し、各学校のキャリア教育担当者と協議し

た。そこで、それぞれの学校で取り組んでいる

情報を得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）情報発信 

①学校独自のキャリア教育だより 

学校によっては、自校で行われているキャリ

ア教育を担当者がまとめ、キャリア教育だより

として発行している。(図１５) 

そうすることで、教員が実践した効果的な取

組を、共有することができた。 

 

②教育研究員研究だより 

 各学校で行われているキャリア教育だより

と同様に、市内各校で行われているキャリア 

教育の実践をまとめ、市内の学校に情報を提供

した。(図１６)【※資料２参照】 

 

 

Ⅳ まとめ  

１ 成果  

 教育研究員として自らの勤務校でキャリア

教育を実践していくうちにある変化を感じた。

それは職員室での次のような会話である。 

 

 

 

 

 

 

この会話の背景には、キャリア教育の視点を

もって意図的に取り組むことの価値に教員自

身が気付いたことがある。 

さらに、教育研究員研究だよりの発行や近隣

校の校内研修にて学級活動(３)の取組例を紹

介する活動を継続した結果、他校の教員から直

接教育研究員のもとに連絡が入ることもあっ

た。令和３年２月に行われたキャリア教育担当

者会(オンライン開催)では、これまでの研究、

 

「キャリアの視点で取り組むと子どもたち

への言葉が変わるね。結果、みんなが笑顔

になったよ。」 

「キャリア・パスポートの交流がとてもよ

かったから、３学期も絶対やろうよ。」 

 

 



及び実践内容を報告したところ、多くのキャリ

ア教育担当者から反響を得ることができた。少

しずつではあるが、確実にキャリア教育の実践

が広がっている。 

児童生徒にも良い変化が見られた。市内の小

学校において、２学期始めと２学期末に「育み

たい力」の自己評価項目を集計したところ、全

体的に数値の伸びが見られた。市内の中学校の

学級活動（３）の実践では、キャリア・パスポ

ートの感想欄に「自分では気付けない自分のよ

さに気付けた。」「自分の良さをもっと伸ばして

いきたい。」等と自身を肯定的に捉え、意思決

定している記述が多く見られた。 

【※資料３参照】 

 

２ 課題 

キャリア教育は「新しく始めること」ではな

い。「今までの教育活動の中からキャリア教育

の価値を発見し、(必要に応じて改善し)意識し

て指導していくこと」なのである。各教科等の

指導においても、資質・能力の育成を第一義に

考えていくことを押さえなければならない。 

今後も研究発表や日々の教育活動において

キャリア教育の視点で児童生徒に関わること

の意義を広げていくことが大切となる。 

 

Ⅴ あとがき 

「先生方の意識が変われば子どもが変わる」

この言葉は、２年間の研究の中で、教育研究員

が互いによく口にしていた言葉である。授業や

特別活動等の様々な活動を通して、キャリア教

育の視点で子どもたちに関わることで、子ども

たちが変容する。この子どもたちの変容を喜ば

しく思うのは、私たち教員だけではない。キャ

リア教育の視点をもった大人が「保護者」そし

て「地域の方々」へと広がりを見せ、子どもた

ちに言葉がけを行えば、その変容はより大きく

なる。  

この子どもたちの大きな変容、即ち「子ども

たちの自己肯定感」が、今後さらに高まってい

くことを切に願う。 
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